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1 山喜グループの概要



P-41-1　山喜グループ：変わらぬ理念



ス

ワ

ン

山

喜

に

商

号

変

更

1

9

5

3

山

喜

商

店

設

立

1

9

6

8

1

9

6

9

長

崎

工

場

設

立

台

湾

山

喜

工

場

設

立

1

9

8

4

1

9

8

0

1

9

8

1

分

社

経

営

か

ら

事

業

部

制

C

I

導

入

ジ

｜

ア

ン

ド

・

ビ

｜

設

立

山

喜

ロ

ジ

テ

ッ

ク

設

立

1

9

9

0

1

9

9

5

1

9

9

6

タ

イ

山

喜

工

場

設

立

上

海

山

喜

工

場

設

立

2

0

0

6

1

9

9

8

1

9

9

9

2

0

0

0

2

0

0

1

2

0

0

4

1

9

8

2

1

9

9

7

2

0

0

2

2

0

0

3

1

9

9

3

1

9

9

4

1

9

9

1

1

9

9

2

1

9

8

5

1

9

8

3

1

9

8

7

1

9

5

8

1

9

7

1

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

1

2

2

0

1

3

2

0

1

4

2

0

1

5

2

0

1

6

2

0

1

7

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

0

8

2

0

0

9

2

0

1

0

2

0

1

1

1

9

8

6

1

9

8

8

1

9

8

9

1-2　山喜グループ：76年の歩みと今後 P-5

50

1

9

6

3

2

0

2

3

2

0

2

4

売上高

（億円）

2

0

2

5

250

200

150

100

塩

城

山

喜

工

場

設

立

山

喜

ソ

|

イ

ン

グ

設

立

(

国

内

4

工

場

の

1

社

化

)

年

度

 

会

社

の

歩

み

宮

本

会

長

・

白

﨑

社

長

就

任

ラ

オ

山

喜

工

場

設

立

シ

ャ

ツ

製

造

販

売

開

始

高

浜

工

場

設

立

(

福

井

県

)

ハ

サ

ウ

ェ

イ

ジ

ャ

パ

ン

設

立

宮

本

会

長

・

宮

本

社

長

就

任

大

阪

証

券

取

引

所

２

部

上

場

７

ヶ

月

決

算

に

変

更

上

海

ジ

ョ

イ

モ

ン

ト

設

立

(

中

国

内

販

＆

生

産

管

理

)

C

H

O

Y

A

生

産

事

業

譲

受

C

H

O

Y

A

営

業

事

業

譲

受

2

0

0

7

1

9

4

6

2

0

0

5

発売「自然アイロン」発売：1994年

形態安定シャツブーム

「SWAN」ブランド

誕生：1953年

リーマンショック

金融危機：2007年

高級ブランド「白鳥」

発売：1968年

「蝶矢シャツ」ピッティ

ウオモ初出展：2017年

SWANブランド

復活：2023年

第１次オイルショック

：1973年-1974

第2次オイルショック

：1979年-1980年

バブル崩壊の始まり

：1991年-1993年

東日本大震災：2011年

スーパークールビズ：2012年

ペットボトルリサイクル

シャツ発売：1996年

ＤＣブランドブーム

：1980年代

渋カジブーム

：1990年代

アイビールック

：1960年代-1970年

第1期：代理店政策

ＳＷＡＮブランド中心に

代理店（問屋）政策で

高収益企業に成長

：1960年～1980年

第２期：量販店・専門店政策

量販店・紳士服専門店の出店拡大で、

得意先PB獲得政策により、売上拡大

：1980年～2000年

第３期：百貨店・量販店直販型政策

大光本社買収（1995年～）・

CHOYA事業譲渡（2014年～）で、

百貨店ドレス売場の売上拡大：2000年～

量販店コンセ店舗出店開始：2010年～

第４期：ネット販売店・直営店政策

ネット販売による売上拡大

：2013年～

直営店出店：2024年～

新型コロナウイルス

感染拡大：2020年

消費者により近い事業領域で、売上・収益を拡大



情 報 シ ス テ ム 部 JS 　システム・メンテナンスと営業部門の事務管理業務

人 事 総 務 部 SC 　グループの人事・総務の管理と不動産管理

上 海 ジ ョ イ モ ン ト SJ 　国内（山喜含む）・海外のシャツ生産管理・営業事業

海 外 生 産 事 業 部 タ イ 山 喜 TY 　国内（山喜含む）・海外のシャツ生産事業・営業事業

管 理 部 門 財 経 部 KC 　グループの財務・経理の管理と決算業務

ラ オ 山 喜 LY 　国内（山喜含む）・海外のシャツ生産事業・営業事業海外生産事業部

郡 山 工 場 GK 　百貨店・アパレル等のオーダーシャツ生産事業

業 務 監 査 室

国 内 生 産 事 業 部
　アパレル・セレクト等のオーダーシャツ・シャツジャケ生産事業

新 規 事 業 室

信 州 工 場 CS 　百貨店・アパレル等のオーダーシャツ生産事業

生 産 部 門

鹿 児 島 工 場 CK

生 産 管 理 部 SH 　協力工場への社員派遣による品質・納期管理業務

山喜ロジテック（株）

物流事業

山喜ソーイング（株）

国内生産事業

取 締 役 会

長 崎 工 場 NK 　アパレル・専門店等の既製シャツ・オーダーシャツ生産事業

物 流 事 業 部 東 大 阪 物 流 セ ン タ ー HD 　専門店・量販店等の既製品の物流業務

東 京 物 流 セ ン タ ー TD 　百貨店のオーダーシャツ生地の物流業務

技 術 開 発 部 SQ 　サンプル作成・縫製技術開発・品質管理業務

市 場 開 発 部 KT 　商標・特許管理と営業事業部の販促物作成業務

営 業 部 門

海 外 業 務 部 KX 　海外の自社工場・協力工場の生産管理業務

大 阪 物 流 セ ン タ ー YD 　百貨店等の既製品の物流業務

百貨店・アパレル・セレクト

チャネル対応の営業事業部

P-6

部門 事業部 部・物流センター・工場 DV   事業内容

1-3　山喜グループ：72期（2023年度）の組織体制と今後

ネ ッ ト 販 売 部 EC 　営業事業部のネット販売促進業務

営 業 1 部 SW   量販店コンセ店舗の営業事業（新設）

営 業 第 ２ 事 業 部

M D 部 GB 　企画業務・アパレル・セレクトOEM営業事業

営 業 2 部 SW

営 業 3 部 SW

営 業 4 部 SW

M D 部

営 業 第 １ 事 業 部

専門店・量販店・ディスカウンター

チャネル対応の営業事業部 SW

　東日本既製シャツのODM・オリジナル営業事業

　西日本既製シャツのODM・オリジナル営業事業

　ネット販売における営業事業（新設）

　企画業務・専門店OEM営業事業

営 業 4 部 GB

　東日本オーダーシャツの営業事業

　東日本既製シャツの営業事業

　西日本既製シャツ・オーダーシャツの営業事業

　ネット販売における営業事業（新設）

営 業 1 部 GB

営 業 2 部 GB

営 業 3 部 GB

従業員採用強化

物流センターの見直し

直販部隊の新設・強化

サプライチェーンの見直し



P-7　　1-4　山喜グループ：国内事業拠点の現状と今後

国内自社工場の体質

強化により、強い生産

体制の構築

大阪物流センター拠点の

見直し（移管先検討）

大阪本社ビルの有効活用



P-8　　1-5　山喜グループ：海外事業拠点と協力工場の現状と今後

バングラデシュ含めたアセアン地区で

の、カジュアル・レディースの素材・縫製

の供給サイドの開発強化



P-9

2 中期経営計画の概要



・ 価値観の多様化：SDG’sネイティブ、ジェンダーフリー、本物志向、働き方改革、カジュアル化、オンリーワン
⇒ 大量生産、大量消費の限界

・ 技術革新：AI・5G・DX等 ⇒ データ分析・自動化
・ 購買行動：リアル店舗の減少、衣料品売場の縮小、リユース ⇒ ネット市場の拡大

♦74期（2025年度）の目指すべき姿
　♦中期経営計画の基本方針

  1）お客様（最終消費者）に対する 1）オリジナルブランドの構築

                    直接型の売上を拡大する    ・SWANブランドの復活と

    ・ネット事業の売上拡大（既製＆オーダー）                  メンズ＆レディースでの展開に挑戦

    ・百貨店ドレス売場での１社化・ショップ化    ・CHOYAブランドのブランディングと

    ・量販店コンセ売場の多店舗化                   コーナー化・１社化・ショップ化

　　・都心での直営店舗 2）BtoCの強化による収益アップ

  2）販売する商材をお客様にわかり易く伝える    ・３年後のネット売上高16億円・

    ・ブランドを絞り、アイデンティティの統一                   自社サイト会員数8万人を目指す

    ・型紙の統一    ・SWANブランド売場・CHOYAブランド売場との

    ・商品呼称の統一                    オムニチャネル化

    ・カテゴリー別のサイズの統一    ・SWANブランド売場・CHOYAブランド売場の

    ・オウンドメディア（SNS・LINEなど）の活用                    収益改善

    ・採寸データの収集とフィードバック 3）ドレス・カジュアル・レディース・ユニフォームの

  3）営業部門の粗利益率35％目標                                  新商品開発と売上拡大

    ・販路の見直し・再整備    ・新商品開発の機能強化

    ・付加価値商品の開発    ・OEM受注型営業からODM提案型営業への転換

    ・直営店の開発・出店    ・新規得意先の開拓

Ｐ-102-1　中期経営計画：基本方針

起こりうる

業界の変化

FANFUN150

（スローガン）

・お客様にシャツを選んで頂く楽しさ（FUN）

・お客様がシャツの袖を通す喜び（FUN）

楽しさ（FUN）をご提供することで、山喜の

新規顧客（FAN）を150倍に増やすこと

・シャツの広がりを創造する楽しさ（FUN）

・お客様の生活文化の向上に

貢献できる楽しさ（FUN)

・お客様の幸せな笑顔を感じる楽しさ（FUN)

楽しさ（FUN)を追及することで、売上高

150億円を達成し、生活を豊かにすること



（億円） （億円）

0 5,000
2018年 2019年 2021年 2022年2020年 2021年 2022年 2018年 2019年 2020年

※メンズ布帛シャツの小売市場規模約2,000億円に対して、山喜小売市場規模200億円（山喜売上100億円の倍）は10％のシェア

※メンズ布帛シャツ販路別小売市場の中でも専門店販路のシェアが低く、オリジナルでの直営店展開・ODM受注での売上拡大が今後の課題

※レディース布帛シャツ・ブラウス小売市場規模2,500億円に対して、山喜小売市場規模12億円（山喜売上6億円の倍）は0.5％に過ぎない

2,000
2,059 2,000

9,000 2,000 9,000

1,500 8,000 1,500 8,000

1,000 7,000 1,000 7,000

500 6,000 500 6,000

0 5,000

10,608
11,000 3,000

2,909

2,883 2,815

7,000
2,500

8,347
10,000 2,500

2,288 7,250

2-2 中期経営計画：メンズ＆レディースのシャツ市場規模と課題 Ｐ-11

メンズ布帛シャツの小売市場規模と国内供給数量の推移 レディース布帛シャツ・ブラウスの小売市場規模と国内供給数量の推移

小売規模 供給数量 小売規模 14,580 供給数量

10,524
11,000

2,619 10,050

2,413 2,500
10,000

（万枚） 3,304 12,694 11,628 （万枚）

3,000
10,947

百貨店

488.4億円

専門店 953.6億円

量販店

288.2億円

その他

269.8億円

メンズ布帛シャツ

販路別小売市場予測

2022年

販路別小売市場

2,000億円

百貨店

526.0億円

専門店 1,124.5億円

量販店

372.2億円

その他

477.3億円

レディース布帛シャツ・ブラウス

販路別小売市場予測

2022年

小売市場

2,500億円

百貨店

28.6億円

専門店

28.0億円

量販店

26.4億円

ネット

7.5億円

その他

11.1億円

山喜G販路別売上高実績

（営業部門）

2022年度

販路別売上

101.6億円

ドレス

シャツ

69.9億

円

オーダーシャツ

21.6億円

カジュアル

15.6億円

レディース 5.9億円

山喜Gアイテム別売上高実績

(営業部門+生産部門）

2022年度

アイテム別売上

113.0億



プレステージ

20,000円

ベター

10,000円

ミドル

5,900円

ボリューム

バジェット

イオン/IY/イズミ
平和堂/ユニー・・・

百貨店 専門店 量販店

P-12

山喜

グループ
消費者

1.オーダーシャツ事業：得意先との連携含めて、マスカスタマイゼーションの展開

2-3 中期経営計画：メンズシャツのポジショニングと経営戦略

2,900円

パルコ/ルミネ/アトレ/ららぽーと・・・ イオンモール
ショップ衣料品平場

アリオ/ゆめタウン

既製シャツオーダーシャツ
都市型路面/ファッションビル/駅ビル/ショッピングモール/郊外型路面量販モール

シャツ

価格帯
自社サイト/楽天/アマゾン/ヤフー

ネット販売店
衣料品平場

　　　　　　　　　　　　  　②国内外の素材開発・生産枠確保による供給サイドの強化
                      　  　③上記①②の強化による新商品開発提案等により、各事業領域での受注拡大

2.百貨店ドレス事業：「CHOYA SHIRT SALON」のメンズ＆レディースのオーダーシャツ・
                     既製シャツ・ブラウス等のトップス中心の直営店を都心ファッションビルで展開
3.量販店ドレス事業：「SWAN SHIRT HOUSE]のメンズ＆レディースの

4.ネット事業：2.3.で展開する直営店シャツ事業との連携強化で、更に売上拡大
5.ODM・OEM事業：①カジュアル化に伴い、メンズ＆レディースのトップス提案力の強化

                     既製シャツ・ブラウス等のトップス中心の直営店を駅ビル・量販モールで展開

消費者により近い事業領域での、売上・収益拡大

SWAN

シャツ売場

109店舗

シャツ売場

120店舗

オーダー売場

100店舗

オリジナル

ブランド

強化ゾーン

ODM・OEM            

受注

強化ゾーン

取引ナシ

ブランド

１
4

2
5

3

OJO

OJP

O5T

JPS

SPS

WTK

DBB

DNY

アパレル

AT
GS
KS
KD

テーラー

専門店

UA

SH

BM

B&Y
GLR

UR

BC

セレクトショップ

FUQ

FGU

MJ

SM

ATS

TK

KS

AY AKI

AO

KNK

OLY HP

HHY

WTSTK

紳士婦人服

専門店

取引休止

ブランド

取引

ブランド

WOS

FT

ZT

ネットオーダー

専門店

MSK

TS

シャツ専門店

GW

JM

RO

MH
CX

カジュアル

専門店

AON

YUME

IY

DQ
HWD

UN

量販店



          2-4　中期経営計画：連結売上高・収益計画（年度別） P-13

売上高

153.5

103.3

96.6

114.0 
123.0

135.0

150.0

売上総利益

40.5

(26.4%)

21.7

(21.0%)

20.3

(21.0%)

28.0

(24.6%)

33.5

(27.2%)

38.3

(28.4%)

44.2

(29.5%)販管費合計

39.6 

34.7 

30.5 

29.1 30.8 
34.9 

39.8 

0.9

△ 12.9

△ 10.3

営業利益

△ 1.0

2.7
3.4

4.4

1.4

△ 12.1

△ 9.6

経常利益

△ 0.8

2.5
3.3

4.3

0.8

△ 15.0
△ 13.4

当期純利益 4.7

1.8 2.3

3.0

-20

-15

-10

-5

0

5

10

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

第68期 実績 第69期 実績 第70期 実績 第71期 実績 第72期 計画 第73期 計画 第74期 計画

(2019年度) (2020年度) (2021年度) (2022年度) (2023年度) (2024年度) (2025年度)

億円億円 売上高・収益 計画

売上高 売上総利益 販管費合計 営業利益 経常利益 当期純利益

百貨店シャツコーナー・量販店コンセ店舗・ネット販売など、消費者により近い事業領域で、

お客様に直接販売する事で、売上・粗利益・粗利益率の拡大を図り、収益拡大に繋げていく



流動資産

　 有形固定資産

　 無形固定資産

　 投資その他資産

固定資産

資産合計

期

年度

実績/計画

　 支払手形

　 買掛金

　 短期借入金

　 その他流動負債

流動負債

          2-5　中期経営計画：連結貸借対照表の計画（年度別）     P-14

現預金

19.4 

21.8 19.5 21.9 21.0 21.0 23.0 

受取手形

0.5 
0.2 

0.2 
0.2 0.1 0.1 

0.1 

売掛金

27.3 
19.5 

16.2 
17.9 22.0 24.0 

26.0 

在庫

53.5 48.4

38.9
39.6 37.0 35.9

34.9

関係会社短期貸付金 0.1 

0.1 

0.1 
0.1 0.1 0.1 

0.1 

未収入金

3.0 
0.5 

0.6 

5.0 2.0 2.0 
2.0 

その他流動資産 3.7 

2.5 

3.5 

4.8 
4.0 4.0 

4.0 

有形固定資産 34.1

32.7

31.6

27.9
28.5 28.4

28.3

無形固定資産 5.3 

5.0 

4.7 

4.2 
3.8 3.6 

4.0 

投資その他資産 2.7 

1.7 

1.0 

1.3 
1.4 1.4 

1.4 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

第68期

実績

第69期

実績

第70期

実績

第71期

実績

第72期

計画

第73期

計画

第74期

計画

億円 資産の推移（計画）

純資産

64.9 
50.0 

36.0 38.9 40.6 42.9 45.9 

支払手形

4.1 

1.8 

2.0 
5.1 5.3 

5.3 
5.3 

買掛金

10.5 

9.1 

10.6 

12.3 
14.1 

14.0 
14.8 

短期借入金

26.1 

35.6 

34.2 

37.5 
35.0 34.0 

32.4 

一年以内返済予定長期借入金 7.3 

8.3 

6.7 

5.9 6.0 5.8 
5.6 

その他流動負債 11.7 

8.0 

9.0 

9.3 8.8 8.3 7.8 

長期借入金 20.6 

16.2 

15.3 

11.7 8.0 8.2 
10.0 

その他固定負債 4.3 

3.4 

2.4 

2.1 
2.0 2.0 

2.0 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

第68期

実績

第69期

実績

第70期

実績

第71期

実績

第72期

計画

第73期

計画

第74期

計画

億円 負債・純資産の推移（計画）

収益向上・在庫削減を進めながら、有利子負債の圧縮を図る



　 その他

小計

　 利息の支払額

　 法人税等の支払額

　 その他

営業活動によるキャッシュフロー

　 有形固定資産の取得による支出

　 有形固定資産の売却による収入

　 無形固定資産の取得による支出

　 投資その他資産の増減額

　 その他

投資活動によるキャッシュフロー

　 短期借入金の増減額

　 長期借入による収入

　 長期借入金の返済による支出

　 その他

          2-6　中期経営計画：連結キャシュ・フローと在庫・有利子負債計画（年度別） P-15

△ 3.89

営業活動によるキャッシュ・フロー

△ 2.53

2.42
0.31

3.52 2.50
3.90

投資活動によるキャッシュ・フロー

△ 1.96 △ 0.95

△ 0.13

3.92

2.21 △ 1.00 △ 1.40

財務活動によるキャッシュ・フロー

6.33 5.80

△ 4.69
△ 2.47

△ 6.63

△ 1.50 △ 0.50

現金及び定期現預金同等物の期末残高

19.40 

21.80 

19.52 

21.90 21.00 21.00 
23.00 

有利子負債合計

54.0 

60.0 

56.2 55.1 

49.0 48.0 48.0 
53.5 

総在庫金額（営業+生産）

48.4 

38.9 39.6 
37.0 35.9 34.9 

△ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

(2019年度) (2020年度) (2021年度) (2022年度) (2023年度) (2024年度) (2025年度)

第68期 実績 第69期 実績 第70期 実績 第71期 実績 第72期 計画 第73期 計画 第74期 計画
億円

キャッシュ・フロー・総在庫金額・有利子負債の推移（計画）

収益向上・在庫削減を進めながら、有利子負債の圧縮を図る



P-16

3 部門別方針の概要



3-1　営業部門：営業事業部の売上高・収益計画 Ｐ-17

営業第１事業部

87

66

53

67 70
79

90

営業第2事業部

47

25

30

35
36

39

42

0

20

40

60

80

100

120

140

160

68期

実績

69期

実績

70期

実績

71期

実績

72期

計画

73期

計画

74期

計画億円

売上高（営業部門）

営業第1事業部

19 

14 11 13 
16 19 

23 

営業第2事業部

18 

8 12 
15 

16 
18 

20 

海外業務部

4.1 

1.9 1.6 

2.4 

2.1 

2.8 

3.2 

0

10

20

30

40

50

68期

実績

69期

実績

70期

実績

71期

実績

72期

計画

73期

計画

74期

計画
億円

粗利益（営業部門）

△ 0.9
△ 3.0 △ 3.5

△ 1.9

営業第1事業部

0.7 0.7 1.1

△ 1.3

△ 7.6 △ 2.9

営業第2事業部

0.9
0.8 0.9 1.3

海外業務部

1.5

△ 0.1

△ 0.6

1.6 0.7
1.2

1.7

-15

-10

-5

0

5

68期

実績

69期

実績

70期

実績

71期

実績

72期

計画

73期

計画

74期

計画億円

経常利益（営業部門）



3-2　営業部門：卸売型（専門店・量販店・アパレル・セレクト）の基本方針 Ｐ-18

卸売型方針：（専門店・量販店・アパレル・セレクト）

ドレス・カジュアル・レディース・ユニフォームの差別化商品の開発を強化し、専門店・量販店・アパレル・セレクトなどで売上拡大

50.9 
28.6 34.8 42.9 47.5 54.2 61.2 

83.4 

67.3 47.4 
58.6 59.0 

63.4 
70.3 

0

50

100

150

68期

実績

69期

実績

70期

実績

71期

実績

72期

計画

73期

計画

74期

計画

億円 営業部門（直販型・卸売型）の売上高比較

売上高 ：直販型 売上高 ：卸売型

22.6 
11.8 16.1 20.5 23.3 27.6 31.7 

18.1 

11.9 
9.1 

9.4 
11.3 

12.5 
14.3 

0

20

40

60

68期

実績

69期

実績

70期

実績

71期

実績

72期

計画

73期

計画

74期

計画

億円 営業部門（直販型・卸売型）の粗利益比較

粗利益 ：直販型 粗利益 ：卸売型

ドレス

コストダウン

トリコット・ノーアイロンシャツの

中国素材・バングラデシュ生産の

徹底的なコストダウン

高機能素材開発

C100%・CVC・ノーアイロン素材

2WAYストレッチ素材

遮熱冷感素材・防汚芯地

サイズ展開

ｃｍ展開

⇒ Ⅿ・Ｌ展開

サプライチェーン見直し

アセアンを主体とした

生産体制の構築

カジュアル
コストダウン

原副材料の現地化・用尺の再チェック・素材共通化

新商品開発

機能素材・リサイクル素材利用・ジェンダーレス企画の強

レディース

高単価アイテム提案

シャツワンピース・ジャーディーズの

シャツ以外の提案強化

ドレス機能素材の活用

ドレスシャツ素材で培った機能素材の

レディース用素材の開発強化

生産工場の開拓

小ロット短サイクル生産と

品質安定の工場開拓強化

ユニフォーム
市場分析と新規開拓

スクール・企業制服・医療制服・作業服等のメーカー洗出し

アイテム拡大

ドレスシャツ以外のアイテムの拡充（Ｔシャツ・ポロシャツ）



Ｐ-193-3　営業部門：直販型事業（百貨店・量販店）の基本方針

直販型方針：（百貨店ドレス・オーダー売場・量販店ドレス売場・ネット販売店）

オリジナルブランドの構築・ＢtoＣ強化による収益アップで、売上高・粗利益を拡大し、全社の収益を改善・向上していく

ＳWANブランド

コンセプト

30歳～40歳のファミリー層ターゲットの

ボリュームゾーンで、ビジカジコンセプト

コンセ店舗で拡大

トリコットニット・コーディネイトアイテムとして、シャツ

ジャケット・ジレ・ネクタイのアイテムも強化

レディースシャツブラウス展開

直営店展開まではネット販売店

中心で企画・販売強化

コンセ事業・ネット

事業・直営店事業

での収益拡大

SHIRT HOUSEカセット販売

展開パターン別営業政策で、

既存得意先へのカセット販売スタート

ネット販売事業

好調のトリコットシャツの拡大

カジュアル・レディースのアイテム拡充

直販型店舗にの拡大

量販店コンセ３年後に167店舗目標

直営店3年後に4店舗展開目標

CHOYAブランド

メンズ＆レディースの拡がり

メンズ＆レディースの既製シャツ・

シャツブラウス・オーダーシャツの展開

カジュアル化の拡がり

メンズシャツジャケット・レディースシャツワンピース・

カットソー・ニットアイテムの企画・生産にもチャレンジ

シャツ生地でのアイテムの拡がり

パジャマ・トランクス・エプロン・

トートバック・クッションカバー等

コーナー化・1社化・

SHOP化の収益拡大

取引条件の改定

消化取引への移行含め

取引条件の改定（掛率・販売員）

シェアアップ

CHOYAブランドのコーナー化・

１社化・SHOP化でのシェアアップを図る

直営店出店

カジュアル化によるシャツ売場提案と

３年後に直営店の出店を計画



Ｐ-20

リピーター

休眠お客様

新規お客様

＜アプローチ＞

・メルマガ・インスタ

・LINE ・リタゲメール

・メール自動化

・SNS強化

＜顧客データ＞

・売上データ

・商品データ

3-4　営業部門：直販型事業（ネット販売店）の基本方針

＜サイト内サービス＞

・チャネルトーク

・insider

・レコメンド

・サイト内検索

リピーター

休眠お客様

新規お客様

＜顧客体験＞

画像クォリティ

動画

＜集客＞

・criteo

・SNSキャンペーン

売上高

5.07 
5.76 6.17 

7.26 

10.00 

13.00 

16.00 

粗利益

3.06 
3.31 3.59 4.25 

5.69 
7.41 

9.12 

営業

利益

0.48 0.74 0.54 
1.38 1.49 1.94 2.36 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

第68期実績

(2019年度）

第69期実績

(2020年度）

第70期実績

(2021年度）

第71期実績

(2022年度）

第72期計画

(2023年度）

第73期計画

(2024年度）

第74期計画

(2025年度）億円

十
万 ネット販売 売上高・収益計画

売上高 粗利益 営業利益

「YAMAKI ONLINE

SHOP」の強化

選択の差別化

YAMAKI ONLINE SHOP

を選んでいただく理由付け

サービスの差別化

「より安く・より早く」とは違う魅力

「商品+情報」をセットで提供すること

プロセスの差別化

お客様の潜在的な欲求を引き出、

気づかせるプロセスを構築すること

商品政策の

見直し

オリジナル商品のFANを増やす

ターゲットに対応した自社ブランドの明確な

打ち出し「ブランディング」を提案する

サービスの差別化

「より安く・より早く」とは違う魅力

「商品+情報」をセットで提供すること

展開アイテムの拡大

既存のドレスシャツに加え、カジュアル・

レデイースの展開・販売強化を図る

マーケティング

の強化

シャツの価値を提供

シャツん価値をコンテンツ化し、

お客様に分かり易く伝える

物づくりの大切さ・楽しさの共有

シャツの企画・製造工程含めて、シャツを選ぶ楽

しさ・着る喜びをご提供する仕組みの構築

マーケティングオートメーションの導入・強化

顧客接点・顧客体験・顧客アプローチの3点の強化により、

購入頻度、客単価、訪問者数、転換率の向上を図る



3-5　生産部門：生産事業部の売上高・収益計画 Ｐ-21

国内生産事業部

27.4

20.9
17.1 

15.3 15.5 16.2 16.8 

海外生産事業部
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13.6 14.7 
15.2 

15.9 
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売上高（生産部門）
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0.5

国内生産事業部
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0.5

△ 1.1
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P-223-6　生産部門：生産事業部の基本方針

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

71期実績 (2022年度） 72期計画 (2023年度） 73期計画 (2024年度） 74期計画 (2025年度）

億円 国内外自社工場別の収益計画

長崎工場 郡山工場 鹿児島工場 信州工場 国内小計 上海ジョイモント タイ山喜 ラオ山喜 海外小計 生産合計

基本方針
待遇改善

収益改善

強い国内生産体制の構築

（収益・技術・品質・管理）

海外生産子会社の連携による

受注安定と収益向上

人材育成及び技術力・

管理力の向上

待遇改善

収益改善

賃金等の雇用条件UP

（若手・中堅の採用・維持強化）

外国人実習生の活用

（ラオ山喜従業員の実習生活用）

人員増による収益UPと

（働きやすい職場環境づくり）

強い国内生産

体制の構築

国内生産キャパの拡大

既製シャツ・オーダーシャツ・

レディースシャツブラウス

の生産枚数拡大

技術力の向上

技術開発・商品開発

設備投資・技能検定

作業効率・納期対応

生産アイテム拡大

シャツジャケット

シャツブラウス・ワ

ンピース・雑貨等

人材確保

管理者

技術者

山喜ソーイング

管理部門の平準化

人事・財務・経理

海外生産子会社の連携による

受注安定と売上・収益向上

中国・アセアンでの売上拡大

インドネシア・フィリピン・

バングラデシュの工場活用

上海ジョイモント・タイ山喜・

ラオ山喜との受注連携

（営業強化）

タイ山喜財務面の見直し

（借入・利息等）

人材育成及び技術

力・管理力の向上

高齢化対策の一環として、

継続して中と社員の採用強化

次世代の幹部社員の育成教育

（技術開発部等）

外部研修やセミナー等も含めて、

生産と管理の知識取得



　　

　　

3-7　管理部門：人事総務部・財経部・情報システム部の基本方針 P-23

人事総務部 人材確保と育成

若手・中堅採用強化

社内業務の効率化

情報システム部との連携強化

不動産物件の有効活用

物流センター見直しと賃貸＆売却

情報システム部

事務管理体制の標準化

受発注・売掛・買掛の共有化

システム開発

・EDI直販型店舗管理

・ネット物流システム

・オーダー生産管理

基幹システムリプレイス

・販売システム

・物流システム(WMS)

・受発注システム(EOS)

・MDシステム改修

資金調達の安定化

成長戦略への資金需要対応

有利子負債の圧縮

収益向上と在庫削減

為替変動対応

機動的なリスクヘッジ
財経部




